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 第１章は序論であり、本研究の背景及び目的について述べている。  
 
 第２章は犠牲 DNA オリガミ技術による金ナノ粒子二量体の形成と題して、SERS 分
光法による分子の検出・識別において必要となる金ナノ粒子二量体を基板上で形成す
るための技術を提案し、金ナノ粒子二量体間のギャップサイズを評価した結果につい





ル表面の DNA オリガミの残渣を原子間力顕微鏡（AFM）および X 線光電子分光装置











（FDTD）解析によって、30 nm の粒径の金ナノ粒子二量体が、波長 633 nm のレーザに
おいて高い電場増強効果を発揮することを示し、仕切構造部を有する DNA オリガミを
使用して直径 30 nm の金ナノ粒子二量体の形成を実施した結果、 70 %を上回る二量体
形成率を得ることに成功した。次に、その二量体を使用して、DNA オリガミや金ナノ
粒子表面の一本鎖 DNA（ ssDNA）が、犠牲 DNA オリガミ技術における洗浄プロセスで
分解除去されていることを大気中 SERS 分光法によって確認した。その結果、基板上に
分散を維持して設置された金ナノ粒子二量体の場合、第２章の結果と同様に DNA の分
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基板上で DNA オリガミのみを分解除去する犠牲 DNA オリガミ技術を提案した。原子間力顕微鏡









さらに、金ナノ粒子二量体を 2 次元配列した高性能 SERS 基板製作などに応用可能な DNA オリ
ガミの固定化技術を提案した。化学的に安定な保護膜や、機能性分子の成膜時間に関する詳細な
検証の結果、定化率の向上と所望の領域外への固定量の抑制に成功した。 
以上、本論文は SERS 分光法による分子検出・識別に必要な金ナノ粒子二量体の形成と固定と
いう課題に対して、DNA オリガミを応用した方法を提案し、提案手法で構築した金ナノ粒子二量
体によって高感度分子検出が可能であることを示したものであり、理論上、実用上、寄与すると
ころが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成３１年１月２３日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博
士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。予備検討の結果、出願者
が博士後期課程学位取得基準を満たし、本論文が博士（工学）の学位審査の請求に値するものと
認める。 
 
 
 
 
